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未来を担う人づくり事業で
　　　　　広島県竹原市を訪問！！

　８月３日から６日まで、余市町の未来を担う人

づくり事業として町内の中学生１２名が広島県竹

原市を訪問し、市長訪問や同世代の生徒達との交

流事業を行いました。また最終日には、平和を願

う町推進事業の一環として、今年で被爆から７０

年を迎える広島市の平和記念式典に参列しました。
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私が余市町を
応援します !!
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　マイナンバーとは、「行政の効率化」「国民の利便性向上」「公平公正な社会の実現」を目的に定められる、
国民一人ひとりが持つ１２桁の番号です。具体的には年金や雇用保険、医療保険などの手続きや確定申告な
どの際に使用します。

マイナンバー制度がはじまります

　「通知カード」とは、個人番号（マイナンバー）をお知らせ
するための紙製のカードです。平成２７年１０月以降に住民票
の住所に送付する予定です。
　通知カードの券面には、個人番号のほかに氏名、住所、生年
月日、性別が記載されますので、本人確認書類として利用する
ことも可能ですが、顔写真は掲載されませんので、不充分な場
合があります。
　届いた通知カードは紛失しないように大切に保管してくださ
い。もし紛失した場合、再発行には手数料が必要となりますの
でご注意ください。
　住所や氏名に変更があったときは通知カードを戸籍住民グ
ループ窓口までお持ちください。

　やむを得ない理由で住民票の住所地に通知カードを郵送されても受け取ることができない方は、住民票の

ある住所地の市区町村に対して「居所情報登録申請書」を提出してください。実際にお住いの居所で通知カー

ドを受け取ることができます。ただし、対象となる方は以下の通りです。

・東日本大震災による被災者で一時避難されている方
・DV・ストーカー、児童虐待等の被害者で住民票の住所を移すことができない方
・一人暮らしで長期間医療機関等に入院・入所されている方
　以上の条件に当てはまらない方は、原則として住民票をお住まいの居所に移動していただく必要がありま

すが、まずは町民福祉課戸籍住民グループ（☎２１－２１２０）にご相談ください。詳しい申請の方法につ

いてもこちらでご説明いたします。

　なお、申請の受付期間は９月２５日（金）までとなっておりますので、お早めにお願いいたします。

　なお、マイナンバーに関するさらに詳しい説明については、
政府広報ＨＰ（http://www.gov-online.go.jp/tokusyu/mynumber/point/）をご覧ください。

個人番号　○○○・・・○○○（１２桁）

生年月日　○年□月△日
性　　別　女
氏　　名　番号花子
住　　所　北海道○○郡□□町△△１- １-1

　マイナンバーとは

　平成２７年１０月に「通知カード」が送付されます

　やむを得ない理由により、住民登録地で通知カードを受け取ることができない場合

個人番号カードのイメージ

通知カードのイメージ

　「個人番号カード」はＩＣチップが
搭載されたカードで、表面に氏名、住
所、生年月日、性別、顔写真が掲載さ
れ、裏面に個人番号が記載されますの
で、本人確認として利用できるほか、
ｅ－Ｔａｘ等の電子申請が行える電子
証明書を搭載することができます。
　個人番号カードは、希望される方の
みの申請となり、申請の方法について
は通知カードと共にお知らせする予定
です。なお初回の交付手数料は無料で
すが、紛失等による再発行は有料とな
ります。

　平成２８年１月以降「個人番号カード」を取得することができます

◆問合せ　町民福祉課 戸籍住民グループ　☎２１―２１２０

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
よ
い
ち
８
月
号
の
２
・

３
ペ
ー
ジ
、「
戸
籍
の
電
算
化

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
」
に
お
い

て
、
３
ペ
ー
ジ
左
下
「
正
字
化

す
る
際
に
対
応
す
る
文
字
の
事

例
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

正字化する際に対応する文字の事例
現在戸籍に記載

されている文字
 匨 善

電算化後の戸籍

に記載する文字 博 藏 藤 善

正字化する際に対応する文字の事例
現在戸籍に記載

されている文字
 藏 　 善

電算化後の戸籍

に記載する文字 博 藏 藤 善

正誤

※太枠内の文字が電算化前と電算化後で同じ文字になっていました。
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◎余市町議会議員候補者別得票調べ
候補者氏名 党　派 得票数

当  白　川　栄美子  公明党 　　859
当  野　呂　栄　二  無所属 　　776
当  庄　　　巖　龍  無所属 　　666
当  吉　田　浩　一  無所属 　　614.041
当  安　久　莊一郎  日本共産党 　　610
当  岸　本　好　且  無所属 　　582
当  中　井　寿　夫  無所属 　　565
当  吉　田　　豊  無所属 　　564.958
当  溝　口　賢　誇  無所属 　　564
当  茅　根　英　昭  無所属 　　553
当  野　崎　奎　一  公明党 　　521
当  土　屋　美奈子  無所属 　　490
当  大　物　　翔  日本共産党 　　478
当  藤　野　博　三  無所属 　　476
当  辻　井　　潤  無所属 　　421
当  佐　藤　一　夫  無所属 　　385
当  中　谷　栄　利  日本共産党 　　353
当  近　藤　徹　哉  無所属 　　344
次  舘　巖　雄　二  無所属 　　306

 彫　谷　吉　英  無所属 　　241
計   10,369

◎余市町議会議員選挙投票調べ
区分 男 女 計

　 選挙当日
　 有権者数 7,668 9,226 16,894

 　投票者数 4,659 5,807 10,466

 　棄権者数 3,009 3,419 6,428

 　投 票 率 60.76％ 62.94％ 61.95％

 投票数

有効 10,369

無効 97

計 10,466

余市町議会議員選挙　投開票結果
　平成２７年８月２日に執行されました任期満了による余市町議会議員選挙の投票と開票の結果について

次のとおりお知らせいたします。

第３１回 味覚の祭典 「よいち大好きフェスティバル」開催！

◆日　時   ９月２７日（日）午前８時５０分から午後２時

◆会　場　余市農道離着陸場（アップルポート余市）

　　　　　登町７４２番地９

◆内　容　

　よいちを代表する秋の味覚が堪能できる「第３１回味覚

の祭典」が開催されます。よいちでとれた新鮮な果物や野

菜、海の幸、水産加工品などの格安販売、ヤン衆鍋の格安

提供・ミガキニシンの焼物などの無料コーナー、模擬店な

ども多数出店します。

　また、昨年に引き続き小さなお子様も楽しめるよう、昔

遊びやふわふわなどの「こどもの広場」も開催しますので、

皆様のご来場をお待ちしております。

◎ふれあい広場
　青果物・鮮魚・水産加工品等の即売会
　ヤン衆鍋コーナー
　ミガキニシン焼物コーナー
　お汁粉コーナー
　バクダン菓子コーナー
　凧製作・凧揚げ体験コーナー
　ワインバル・ウイスキーバーの開設
◎音楽の広場
　町内中学校吹奏楽部による演奏
　北海ソーラン太鼓演奏
　バグパイプ演奏
　ダンスショー
　余市特産品争奪ビンゴゲーム
◎こどもの広場
　昔遊びやふわふわなど子供の遊び場の提供
　（雨天や強風の際、実施できないものもありますので、  
　 ご了承ください）

◆主催・問合せ   味覚の祭典実行委員会事務局（商工観光課　☎２１―２１２５）　

（案分によりいずれの候補者にも属さない票 0.001 票を含む）

　第３１回味覚の祭典「よいち大好きフェス

ティバル」に出店をする模擬店を募集します。

◆出店目的
　　出店により、来場者に対して「おもてなし

　の心」で、本町の地場産品を格安で提供する

　とともに、「食」等サービスを通して本町の

　魅力を効果的にＰＲすることを目的とする。

　　特に、本町はワインやウイスキーのお酒の

　町であることをＰＲするため、飲食店におい

　ては、お酒に合うメニューを出すようにする。

◆出店日時
　９月２７日（日）

　午前８時５０分～午後２時

◆出店場所
　余市農道離着陸場（アップルポート余市）　

◆出店要件
　　余市観光協会会員及び余市商工会議所会員

　として入会している団体。ただし、現に町内

　で営業等を行っている場合に限る。

◆参加申込
　　出店申込書に必要事項を記入の上、９月７

　日（月）までに味覚の祭典実行委員会事務局

　に提出願います。※申込書は、味覚の祭典実

　行委員会事務局（役場商工観光課）・余市観

　光協会・余市商工会議所に設置してあるほか、

　町ホームページに掲載しています。

味覚の祭典「よいち大好きフェスティバル」
出店の募集について

≪昨年の様子≫
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第 65 回　｢社会を明るくする運動｣
第 31 回　｢余市町青少年健全育成｣ 余市町 標語・作文入選作品

第 65 回 ｢社会を明るくする運動｣　北後志　標語・作文入選作品

【標語の部】
　◆小学生　金　賞　『ありがとう』　ことばが心に　花咲かす　　　　登　小 ６年　木　原　　　桧
　　　　　　銀　賞　ごめんねと　すなおにあやまり　いいえがお　　栄　小 ４年　阿　部　駿　哉
　　　　　　銅　賞　まわりみて　ゆずってあげる　思いやり　　　　黒川小 ５年　長谷川　朝　香
　◆中学生　金　賞　大丈夫？　優しさ一つで　ふえる笑顔　　　　　東　中 ２年　荻　山　みのり
　　　　　　銀　賞　思いやり　芽生える心に　花が咲く　　　　　　西　中 ３年　山　科　　　匠
　　　　　　銅　賞　どうしたの？　寄りそう心を　大切に　　　　　旭　中 ３年　会　沢　璃　乃
　◆高校生　金　賞　あいさつの　笑顔が灯す　心の火　　　　　　　北星高 ２年　高　瀬　　　薫
　　　　　　銀　賞　守りたい　あなたの心と　その笑顔　　　　　　紅志高 ２年　森　　　実　里
　　　　　　銅　賞　大丈夫　勇気を出して　もう一歩　　　　　　　北星高 ３年　吉　田　梨　沙

【作文の部】
　◆小学生　最優秀賞　思いやりの心を持とう　　　　　　　　　　　黒川小 ５年　金　澤　萌々花
　　　　　　優秀賞　　ありがとうおばあちゃん　　　　　　　　　　黒川小 ６年　田　中　はるか
　◆中学生　最優秀賞　幸せへの一歩　　　　　　　　　　　　　　　旭　中 ３年　福　嶋　光　夏
　　　　　　優秀賞　　家族とふれ合う　　　　　　　　　　　　　　旭　中 ２年　藤　原　さくら
　◆高校生　最優秀賞　明るい親と子のふれあいや　家族のいたわり　紅志高 ３年　越　智　　　楠
　　　　　　優秀賞　　四つ目の勇気　　　　　　　　　　　　　　　紅志高 ３年　南　出　真　凜

【標語の部】
　◆小学生　
　　入　選　　長谷川　朝　香（黒　小 ５年）　　

　◆中学生
　　入　選　　荻　山　みのり（東　中 ２年）　
　◆高校生
　　金　賞　　森　　　実　里（紅志高 ２年）
　　銀　賞　　吉　田　梨　沙（北星高 ３年）

【作文の部】
　◆小学生
　　銅　賞　　金　澤　萌々花（黒　小 ５年）
　　入　選　　田　中　はるか（黒　小 ６年）
　◆中学生
　　金　賞　　福　嶋　光　夏（旭　中 ３年）
　　銅　賞　　藤　原　さくら（旭　中 ２年）
　◆高校生
　　金　賞　　越　智　　　楠（紅志高 ３年）
　　銀　賞　　南　出　真　凜（紅志高 ３年）

※余市町の入選者は７月１０日（金）の「社会を明るくする運動余市町住民集会」で、北後志入選者は７月　
２９日（水）に古平町で開催された「北後志住民集会」で、それぞれ表彰されました。

◆問合せ　教育委員会 学校教育課 学校教育グループ　☎２１－２１３８

　教育委員会では、来春小学校に入学する児童の健康診断を次の日程により実施します。

　これは、学校保健安全法に基づき新たに小学校に入学する児童の健康状態を検査して、入学前後の適切な

教育指導を行うためのものです。保護者の方は必ずお子さんに受けさせてください。

　なお、対象者には別途、９月中旬に郵便にてお知らせします。

平成２８年度　就学時健康診断を実施します

月　　　日 時　　間 場　　　所 入学予定対象校

１０月　５日（月）
午後１時～２時３０分

（受付は午後０時３０分～１時）

中央公民館
黒川小学校
登　小学校

１０月　９日（金） 中央公民館 大川小学校

１０月１６日（金） 福祉センター 沢町小学校

※①保護者または付添人は、７月の知能検査の際に提出いただいた就学児童の既往症と予防接種を受けた状況

　　に変更があれば、答えられるようにしておいてください。

　②やむを得ない理由で、指定された日に受けられない場合は、上記日程内で変更も可能ですので、事前に

　　教育委員会までご連絡ください。

　　また、当日急な病気等で受けられない場合も速やかに連絡願います。

　③健康診断は医師の都合により開始時間が早まる場合があります。（受付時間の変更はありません。）

◎日程表
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マッサン通信

◇◇◇観光振興と地域活性化の推進に向けて◇◇◇

　この度、マッサン応援推進協議会では、皆様おなじみの番組 PR 用のポスターに替

わる新たなポスターを作成しました。ポスターは、写真のとおり「マッサンとリタの

ロマン漂う街」のロゴが入り、ニッカ工場と余市川や山並みをバックに 2 人のシルエッ

トを重ねた印象的なデザインになっています。

　すでに、町内の観光施設などに掲示されていますが、今後、町外でのイベントなど

でも活用していきます。

平成２６年度 連続テレビ小説「マッサン」愛と勇気の物語をありがとう !!

新しいポスターが完成しました

「マッサンゆかりの町よいち情報館」入館者１万人突破
　昨年 11 月 22 日、駅前の銀座商店街の一角（茶木薬局隣）にオープンした「マッ

サンゆかりの町よいち情報館」の通算入館者数が 7 月で 1 万人を突破しました。

　特に、ドラマで実際に着用したマッサン、エリー、熊虎などの衣装やウィスキーの瓶、ポスター、出演者の

サイン色紙などを展示した「マッサンメモリアルゾーン」が６月に新設されたことも関心を呼び、訪れる観光

客が増えています。

　まだご覧になっていない方は是非一度足を運んでみてはいかがでしょうか。

「マッサンゆかりの町　余市周遊モニターツアー」実施中

　山梨県甲府市で開催された『日本ワインコンクール（Japan Wine Competition）』で、余市産ぶどう（ケ

ルナー）を１００％使用したワインが“極甘口部門”で『金賞』を受賞し、併せて『部門最高賞』（出品数が

５点以上ある部門で銅賞以上を授賞したうち、最高評点のワインに与えられる賞）と『コストパフォーマンス

賞』を受賞しました。

　他にも同部門や、“欧州系品種白部門”、“北米系品種赤部門”などの各種部門で、余市産ぶどうを使用した

多数の銘柄のワインが『銀賞』、『銅賞』などを受賞しています。

　日本ワインコンクール（「国産ワインコンクール」より改称）は、国産のぶどうを１００％使用して造られ

たワインを対象に、日本ワインの品質と認知度の向上や、それぞれの産地のイメージと日本ワインの個性や地

位を高めることを目的に毎年開催されています。

　コンクールでの多数の受賞で、余市産ぶどうを使用したワインの品質の高さがあらためて注目されています。

　受賞ワインについて、詳しくは、「日本ワインコンクール」のホームページ（http://www.pref.

yamanashi.jp/jwine/）をご覧ください。

余市産ぶどう使用のワインが「日本ワインコンクール２０１５」で金賞授賞！

◆問合せ　「マッサン」応援推進協議会 事務局（商工観光課）　☎２１－２１２５
　　　　　マッサン応援推進協議会ホームページ　http://massanyoichi.com
　　　　　余市観光協会ホームページ   　　　　　http://yoichi-kankoukyoukai.com

ツアー実施 ７・８月 ９月 １０・１１月
１便目（11：50 ～ 14：30） 歴史・文化 景観・奇岩 自然・果物

２便目（15：00 ～ 16：30） 景観・奇岩 自然・果物 歴史・文化

実施予定日 土・日・祝日（８・９月は金曜日も運行）

※いずれの便もＪＲ余市駅前発着です。
◆問合せ　（株）シィービーツアーズ または余市観光協会　☎２２―４１１５

　JR などの公共交通機関を使って余市町を訪れる観光客の皆さんに余市町の文化、歴史、自然、景観などの魅

力を幅広く知り体験していただくため、バスによる周遊モニターツアーを 11 月 3 日まで実施しています。町

民の皆様のご利用も大歓迎ですので、この機会に是非余市町の魅力を再確認してみませんか。

◆ツアー企画・実施　（株）シィービーツアーズ　☎ 011-221-0912 （予約・問合せ）

◆コース別料金（1 人） 及びツアーの概要
　「自然・果物コース」：1,500 円／「歴史・文化コース」：1,000 円／「景観・奇岩コース」500 円

◆問合せ　農林水産課　☎２１―２１２３
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● ○国民健康保険のお知らせ○ ●
◆国保税は納期限までに納付願います　

納期限を過ぎると

１年を過ぎると

それでも納めないと

≪納付が困難な場合はご相談ください≫
　収入の減少などやむを得ない事由がある場合は、保険税の納税相談などを行っておりますので、滞納のまま

にせず、お早めにご相談ください。

　◆問合せ　保健課 医療給付グループ　☎２１―２１２１

　国民健康保険税を滞納していると、高額療養費の限度額適用認定が受けられなくなる場合があります。

　さらに特別な事情もなく滞納すると、未納期間に応じて次のような措置がとられます。

　税金の滞納として督促が行われます。督促手数料や延滞金が発生します。

督促後一定期間を経過すると滞納処分の対象となり、調査権に基づいて財産・

預金調査や勤務先への給与照会などを行います。

納税誓約がない場合などは差し押さえの処分を受ける場合があります。

　保険証を返却してもらい、代わりに「資格証明書」が発行されます。

　医療機関でのお支払いは一旦全額自己負担（10 割負担）となります。

1 年 6 か月を過ぎると、国保の給付の全部、または一部が差し止められ、滞納している保険税にあて

られます。（滞納が解消しないと本来の保険証に戻りません）

● ○医療助成のお知らせ○ ●
◇北海道医療給付助成事業の受給者の皆さんへ
　重度心身障がい者、ひとり親家庭等、乳幼児等の各医療助成を受給している方がお持ちの受給者証の有効期

限が 9 月末となっています。10 月から使用いただく受給者証は 9 月下旬に郵送いたしますのでお知らせし

ます。

　なお、助成区分は平成 27 年度の世帯の町・道民税の区分で決定されます。受給者の方で所得申告をされて

いない方、または 1 月 2 日以降転入された方で保健課に所得課税証明書の提出をまだされていない方は、至

急手続きをしてください。

●各医療費助成内容（受給者の医療機関窓口での負担割合です）

助成区分 町・道民税が非課税の世帯
受給者証に『○初』と印字されています

町・道民税が課税の世帯
受給者証に『○課』と印字されています

重度心身障がい者医療 医科の場合：初診料 580 円を窓口で負担

歯科の場合：初診料 510 円を窓口で負担

柔整の場合：初診料 270 円を窓口で負担

窓口１割負担ひとり親家庭等医療

乳幼児等医療

　① 3 歳未満の子は、世帯の町道民税の区分にかかわらず非課税世帯の区分にて助成します。

　②ひとり親家庭等の親は、入院及び訪問看護のみ適用となります。

　③訪問看護は助成区分に関係なく 1 割負担となります。

　④乳幼児等については、就学後も小学生の期間は入院及び訪問看護のみ助成の対象となります。入院をする

　　時は保健課まで届出ください。

　⑤受給者証の提示は、重度心身障害がい者及びひとり親家庭等は道内、乳幼児等については北後志地区及び

　　小樽市・札幌市の一部医療機関でのみ有効です。道外で診療を受けた場合や受給者証を提示し忘れた場合

　　等、病院の窓口で保険証のみで受診した時は、申請すると差額分が助成されます。

　◆問合せ　保健課 医療給付グループ　☎２１―２１２１

　本来の保険証に代わり、有効期間の短い「短期被保険者証」が交付されます。

　※有効期間が短くなり、頻繁に更新手続きが必要になります。



〈2015. ⑨広報よいち　７〉

▲▽ 国民年金からのお知らせ△▼

◆問合せ　国民年金保険料専用ダイヤル　（☎０５７０－０１１－０５０）

　　　　　小樽年金事務所 国民年金課　  （☎０１３４－２３－４２３６）

　国民年金保険料は、２年間を経過すると時効により納付することができなくなります。納め忘れた保険料

を「後納制度」を利用することで納付できます。将来の年金額を増やすためにも「後納年金制度」をご利用

ください。

■国民年金保険料　「１０年の後納制度」は９月３０日まで
　「１０年の後納制度」は、過去１０年間に納め忘れた国民年金保険料を納付することができる仕組みです。

　「１０年の後納制度」は、９月３０日をもって終了します。

※上記の後納制度を利用するには、申し込みが必要です。詳しくは、下記の「国民年金保険料専用ダイヤル」

　または小樽年金事務所国民年金課へお問合せください。

※なお、老齢基礎年金を受給している方などは、後納制度の利用はできません。

平成２７年度 狂犬病予防注射 実施について
　狂犬病予防注射は年１回受けなければなりません。まだ予防注射を受

けていない場合は、下記の日程により予防注射を実施しますので必ず受

けるようお願いいたします。

　畜犬登録されている方には案内状を送付していますので、当日、持参

してください。

　登録されていない方は、畜犬登録の受付けも行っていますので、生後

９１日以上の犬を飼っている方は、登録されるようお願いします。

実　施　日 実　施　場　所 実　施　時　間

10 月 1 日（木）

　栄町農業構造改善センター前　　　（栄町 601） 10：00 ～ 10：20

　登老人寿の家前　　　　　　　　　（登町 1012） 10：35 ～ 10：55

　大浜中公園《神社公園》前　　　　（栄町 431） 11：10 ～ 11：25

　余市農産工業横　　　　　　　　　（美園町 20） 13：00 ～ 13：20

　山田町農業構造改善センター前　　（山田町 326） 13：30 ～ 13：50

　豊丘老人寿の家前　　　　　　　　（豊丘町 644） 14：05 ～ 14：30

10 月 2 日（金）

　黒川八幡生活館前　　　　　　　　（黒川町 572） 10：00 ～ 10：30

　イオン余市店南側（ぶどう駐車場）（黒川町 12-57） 10：40 ～ 11：00

　大川保育所横　　　　　　　　　　（大川町 12-3） 11：10 ～ 11：30

　沢町駐在所向いタイヤ公園　　　　（港町 193） 13：10 ～ 13：40

　西部買物駐車場　　　　　　　　　（富沢町 5-17） 13：50 ～ 14：20

10 月 3 日（土）
　中央公民館駐車場　　　　　　　　（大川町 4-143） 10：00 ～ 10：30

　役場裏駐車場　　　　　　　　　　（朝日町 26） 10：40 ～ 11：30

※飼い犬が離れた場合、または死亡している場合は、下記まで連絡願います。

◆問合せ　環境対策課 環境衛生グループ　☎ ２１－２１１８

〈平成 27 年度狂犬病予防注射実施日程表〉

種　別 料　金
狂 犬 病
予防注射料金 ３，１１０円

畜犬登録料 ３，０００円

　

■国民年金保険料　「５年の後納制度」は、平成２７年１０月１日から３年間
　「１０年の後納制度」は、９月３０日をもって終了しますが、平成２７年１０月１日から３年間に限り、

過去５年間に納め忘れた国民年金保険料を納付することができる「５年の後納制度」が始まります。ただし、

１０年の後納制度よりも納付できる期間が短く、保険料の加算額が高くなります。
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　余市町招魂祭奉賛会では、下記日程にてご遺族を招

待し、招魂祭を執り行います。

　円山公園忠魂碑には、過去の戦争や事変に町内から

応召し、戦死または戦病死を遂げられた兵士や軍属の

御霊がいつまでも安らかにとおまつりしています。

　同祭は、この尊い英霊に全町民が遺族とともに思い

を新たにし、感謝の誠をささげ、改めて戦争の恐ろし

さと平和のありがたさを確かめ、町民一人ひとりが限

りない郷土の発展と平和を守る努力を誓い合う目的で

行っております。

　ご遺族をはじめ多くの町民の方々のご参列をお願い

いたします。

◆日時　９月２６日（土）午前１０時～

◆会場　福祉センター（富沢町５丁目 13 番地）

　また、奉納剣道大会（10 月 10 日（土））・柔道大会（開

催日未定）が総合体育館にて開催されますので、ご声

援をお願いいたします。

◆問合せ    福祉センター　☎２２－６２２８

『招魂祭』の開催について
　国立北海道障害者職業能力開発校では、求職中の障

がい者（応募希望者）の入校前適性相談を実施します。

◆相談場所
　国立北海道障害者職業能力開発校

　　（〒０７３－０１１５　砂川市焼山６０番地）

◆相談期間
　平成 28 年３月 11 日（金）まで

　※土・日曜日・祝日及び冬期休日期間（12 月 26

　　日から 1 月 11 日）を除きます。

◆持参する書類
　　身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育

　手帳、または障がいを確認できる書類（確認できる

　書類のない方はご相談ください。）

◆訓練科目
　総合ビジネス科　 プログラム設計科　 

　ＣＡＤ機械科　 建築デザイン科　 総合実務科

◆申込み・問合せ
　国立北海道障害者職業能力開発校

　　　　　    ☎０１２５－５２－２７７４

　　　　FAX ０１２５－５２－９１７７

※相談を希望される方は、事前に電話またはＦＡＸで

　お申込みください。

国立北海道障害者職業能力開発校
入校前適性相談のご案内

○特別弔慰金の趣旨
　戦後７０周年に当たり、今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国

として改めて弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金（記名国債）を支給するものです。

　第十回特別弔慰金については、ご遺族に一層の弔慰の意を表するため、償還額を年５万円に増額するとと

もに、５年ごとに国債を交付することとしています。

第十回特別弔慰金が支給されます戦没者等のご遺族の皆さまへ

○支給対象者
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成２７年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦

傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の

順番による先順位のご遺族お一人に支給されます。

１　平成２７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
２　戦没者の子
３　戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、
　　　順番が入れ替わります。
４　上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）
　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。

○支給内容　額面２５万円、５年償還の記名国債

○請求期限　平成３０年４月２日まで

　　　　　 （請求期限を過ぎると第十回特別弔慰金を受けることができなくなりますので、ご注意ください。）

○請求窓口・問合せ　町民福祉課 民生年金グループ　☎２１－２１２０
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　給付金の申請を受付けしています。

　申請書を、８月下旬に郵送しておりますので、早めの手続き

（返送）をお願いします。

　給付の対象者については、家族構成や町民税の課税状況及び

給付金ごとに異なりますので、「広報よいち８月号」折込みチ

ラシにてご確認頂くか、下記までお問合せください。

※９月上旬までに申請書が届いていない場合はお問合せください。

※なお、公務員の方については、勤務先から「子育て世帯臨時
　特例給付金申請書」が交付されますので、平成２７年６月分
　の児童手当の受給状況証明欄に勤務先より受給証明を受けた
　うえで、下記まで提出願います。

臨 時 福 祉 給 付 金
子育て世帯臨時特例給付金 の申請受付中です！

◆申請・問合せ　町民福祉課 民生年金・児童福祉グループ

　　　　　　　　☎２１－２１２０

◆受付期間　１１月３０日（月）まで

届いていますか？

　7 月末に対象者の世帯主あてに簡易書

留郵便で発送しておりますが、郵便局の

保管期間満了などで役場へ戻ってきてい

るものがあります。お心当たりのある方

は担当までお問合せください。

◆問合せ　町民福祉課 児童福祉グループ

　　　　　☎２１－２１２０

『余市町子育て支援商品券』

●国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び世帯を対象とした調査です。
● 9 月 10 日～ 9 月 30 日までの間に調査員が訪問し、調査票を配布いたしますので、ご協力お願いいたします。

国勢調査にご協力ください。
2015 年 10 月 1 日

◆問合せ　地域協働推進課 広報広聴グループ　☎２１－２１４２

　今年度、北海道庁では経済的な負担を軽減するため、一定の要件を満たした要介護の方・障がい者の方・

妊産婦の方で、申請をされた方に対して北海道内の取扱店でご利用頂ける商品券（5,000 円分）を配布い

たします。

商品券（5,000 円分）を配布します
　重度の要介護の方・障がい者の方・妊産婦の方に

◆給付対象の方
　　①要介護・障がい者の方
 　　　平成 27 年 4 月 1 日時点で北海道または道内市町村が認定している次の項目に該当する方

　　　　１．要介護認定３以上の方

　　　　２．障害支援（程度）区分４以上の方

　　　　３．特別障害者手当受給者の方

　　　　４．経過的福祉手当受給者の方

　　　　５．特別児童扶養手当受給者の方

　　②妊産婦の方
 　 　平成２７年１月１日～ 12 月 30 日までの期間に「母子健康手帳」を交付された方で、申請時に北海

　　道内に居住している方

◆問合せ　①要介護・障がい者の方
　　　　　　・ホッカイドウ・ハートフル臨時支援事業事務局

　　　　　　　☎０１１―３３０―８０４１（平日午前９時～午後５時まで、土・日・祝を除く）

　　　　　②妊産婦の方
　　　　　　・こんにちは赤ちゃん・プレママ臨時サポート事業事務局

　　　　　　　☎０１１―３３０―８５２３（平日午前９時～午後５時まで、土・日・祝を除く）

◆申請方法
　　①要介護・障がい者の方
　　　　事務局より「事業案内兼交付申請書」が送付されます。

　　　　「申請書」を返信していただくことにより商品券をお送りいたします。

　　②妊産婦の方
　　　　「母子健康手帳」交付時に町の担当窓口より「商品券交付申請書」封筒を受け取り、「申請書」を返

　　　信していただくことにより商品券をお送りいたします。（既に「母子健康手帳」の交付を受けている

　　　方は町の担当窓口より「母子健康手帳」を提示のうえ、「商品券交付申請書」をお受けとりください）

　　　※町へのお問合せについては、保健課 保健指導グループ（☎２１－２１２２）まで

◆商品券ご利用期間　１０月１日（木）～平成２８年１月３１日（日）
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 ヒグマによる事故防止のための注意！
　　　　　　　　９月５日（土）～ 11 月３日（火）は、秋季の「ヒグマ注意特別期間」です。
　北海道には、ヒグマが広く分布・生息しています。本年もキノコ採りが盛んになる季節を迎えるにあたり、

野山に入る機会も多くなると思います。野山に入る際には、次のことに注意してください。

○ヒグマと遭遇しないために
　・出没情報のある場所、出没を知らせる看板のある場所、ヒグマのフンや足跡など痕跡がある場所には入ら

　　ないようにしましょう。

　・野山に入る場合は集団で行動し、「クマよけの鈴」を鳴らすなど、音で人の存在や接近をヒグマに知らせ、

　　ヒグマとの突発的な遭遇を防ぎましょう。

　・早朝や夕方、悪天候などで薄暗いときには、人もヒグマも相手の存在に気付くのが遅れ、突発的に遭遇す

　　ることがあるので、野山に入らないようにしましょう。

　・残飯などのゴミはヒグマのエサにもなるので、捨てたり埋めたりせず、必ず持ち帰りましょう。

○ヒグマと遭遇してしまったら
　 ・急に大声をあげたり、走って逃げたりすると、ヒグマを刺激し追いかけてくる可能性があるので危険です。

　・ヒグマが自分に気付いていないようであれば、静かにその場を立ち去りましょう。

　・ヒグマとの距離が近い場合は、ヒグマから視線をそらさず、ゆっくりと後退してください。

　・子グマを見つけても、必ず近くに母グマがいるので絶対に近づいてはいけません。

　・ヒグマと遭遇した場合に備え、クマ撃退スプレーなどを携行しましょう。

○ヒグマの出没を防止するために
　・ヒグマをおびき寄せることのないよう、生ゴミや保存食などを適切に管理しましょう ｡

　・農地や果樹園では、電気柵を設置するなどの対策を行いましょう。また、ヒグマをおびき寄せないよう、

　　未収穫物や収穫残渣、放置果実や廃果を適切に処分しましょう。

　・家畜飼料は、ヒグマにエサとして利用されることのないよう、頑丈な施設で保管しましょう。

※なお、ヒグマを見かけた場合はご連絡をお願いします。　

◆連絡先　農林水産課 農政振興グループ　☎２１－２１２３

局地的大雨から身を守るために
　夏になると発達した積乱雲が現れます。積乱雲は、高さ十数ｋｍ、水平方向の広がりは数ｋｍ～十数ｋｍの

雨雲です。３０分から 1 時間程で衰弱してしまいますが、短い時間で狭い地域に、バケツをひっくり返した

ような雨を降らせることがあります。

　積乱雲による、このような雨を「局地的大雨」と言います。

　局地的大雨では、雨水が集まる川や道路側溝、周囲より低い土地などでは、急激に水かさが増える、浸水す

るなどして、わずか十数分で危険な状態になる場合があります。テレビやラジオで「大気の状態が不安定です」

などのコメントがあった場合には、局地的大雨の可能性があります。

◆問合せ　札幌管区気象台 天気相談所　☎０１１―６１１―０１７０　　　　　

局地的大雨による災害から身を守るために、次のことに注意してください。
■自分が住んでいる場所、今いる場所にどんな危険があるかを知る。
　・周囲より低い土地で水が集まってくることはないか。 

　・河原などで急に水かさが増すことはないか。

　・過去に水害が起きていないか。

■最新の気象情報を確認し、空や川の変化に注意する。
　・雷注意報が発表されているときは要注意。

　・真っ黒い雲が近づき周りが急に暗くなる。雷鳴が聞こえる、雷光が見える、大粒の雨やひょうが降り出す

　　などは、積乱雲が発達している証拠です。

　・川の水かさが増える、濁る、落ち葉や流木が流れてくるなどは、上流で大雨となっている証拠です。

■気象情報や周囲の様子で危険を感じたら、迅速に危険を避ける行動をとる。
　・川の中やそばにいるときは、すぐに川から離れる。

　・地下室や地下の工事現場などにいるときは、水が集まるおそれがあるため、すぐに地上へ移動する。

　・アンダーパス等、水の集まりやすい場所には近づかない。
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　９月７日（月）から１３日（日）までは、全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間です。

　高齢者や障がい者に対する虐待や嫌がらせなど、高齢者や障がい者の人権に関する悩みごとや心配ごとにつ

いて、法務局職員や人権擁護委員が相談時間を延長して対応し、解決に導きます。

　相談は無料で、秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。

１　特設電話相談所　みんなの人権１１０番　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 電話番号（全国共通人権相談ダイヤル）０５７０－０

ぜろぜろみんな

０ ３－
の

１
ひゃくとおばん

１ ０
　　●相談時間　９月７日（月）～９月１１日（金）　　午前８時３０分～午後７時

　　　　　　　　　　１２日（土）  ・ 1 ３日（日）　午前１０時～午後５時

２　余市町相談所（夜間開催）
　　　　　　　　　　   日　時　９月８日（火）　午後 1 時～８時

　　　　　　　　　　   場　所　中央公民館　２階 ２０１号室

◆問合せ　札幌法務局 小樽支局 総務係　☎０１３４―２３―３０１２

全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間のお知らせ

◆問合せ　水道課（余市川浄水場）　☎２３－４７３１

■水道課からのお知らせ■
　水道課では、余市川浄水場における原水（余市川の河川水）の放射性物質濃度を測定しています。

　８月５日に採水した測定結果については、放射性セシウム（Cs － 134、Cs － 137）、放射性ヨウ素（Ⅰ

－ 131）のいずれも「不検出」であり、安心してお飲みいただけます。（※「不検出」とは、測定機器の検出

限界以下であることを示します。）

　この放射性物質検査は、福島第一原子力発電所の事故を受け、平成２４年５月から行ってきましたが、これ

まで放射性物質は検出されていないことにより、放射性物質汚染のおそれが低いと判断し、今回８月の検査を

もって当面休止することといたしましたのでお知らせします。

　なお、今後は国（環境省）による常時監視結果を注視し、状況変化等により水道水源が放射性物質の汚染の

おそれがある場合には、モニタリング調査の再開について検討いたします。

余市町の空間放射線量率の状況
　北海道が設置している広域モニタリングポスト（余市町朝日）

による空間放射線量率の測定データを公表いたします。

　私たちは日常的に自然界から微量の放射線を浴びていますが、

通常測定される「空間放射線量率」は10～60ナノグレイ毎時（ｎ

Ｇｙ / ｈ）程度で、雨が降ると一時的に上昇する場合があります。

直近の測定結果については、町ホーム
ページでご覧いただけます。

測定日：7 月 22 日～ 8 月２0 日
最高値：４６ｎＧｙ／ｈ
最低値：３８ｎＧｙ／ｈ
平均値：３９ｎＧｙ／ｈ
　※空間放射線量率は平常レベルです

放射線の単位

Ｇｙ（グレイ）：物質が放射線によって受けたエネルギーを表します。

　　　地域協働推進課　☎２１―２１４２

　北海道財務局の専門の相談員が「借金の悩み」を親身になってお聴きし、あなたに合った解決方法を提案し

ます。「預金・融資、保険など金融全般」のご相談も受付けます。無料・予約不要です。

◆受付日時　９月 18 日（金）　午前 9 時～正午

◆会　　場　後志総合振興局（虻田郡倶知安町北１条東２丁目）

◆問 合 せ　北海道財務局　☎０１１―８０７―５１４４（相談員直通）

　　　　　　　　　　　　　☎０１１―８０７―５１４５（相談員直通）

◇北海道財務局からのお知らせです◇
～「借金・金融一般無料相談会」の開催について～

※秘密は厳守いたします。

※当日お越しいただけない方につきましても、下記の常設窓口で相談を受け付けていますので、お気軽にご相

　談ください。

○借金・金融一般相談
　・多重債務者相談窓口　　　　　　☎０１１－８０７－５１４４

　・金融ほっとライン　　　　　　　☎０１１－８０７－５１４５

　・中小企業等金融円滑化相談窓口　☎０１１－７２９－０１７７
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◆対象は、◎が小学校５年生以上、その他は小学生以上です。

余市宇宙記念館からのお知らせ
～９月行事予定のご案内～

名　　　称 内　　容 日　　時 時　間 定員

◎宇宙の謎について学ぶ　 
その②～⑤（11 回シリーズ）

②地球の歴史、③スペースデブリ、④ロケット、
⑤宇宙速度、について学びます。

②    5 日（土）、      ③    6 日（日）
④ 12 日（土）、   ⑤ 23 日（水・祝）

 午前 10 時 50 分～
90 分 30

四季の星座について学ぶ　 
その④（８回シリーズ）

そら（宇宙）に何が見えるだろう？夏の星座
や星雲、星団等について学びます。

5 日（土）
午後 2 時

90 分 30

世界の宇宙開発について学ぶ 
その⑤（7 回シリーズ）

油井宇宙飛行士や補給機こうのとり等、日本
の宇宙開発について学びます。

6 日（日）
午後 2 時

60 分 30

モデルロケット製作
本格的なロケットを製作し、飛ぶ原理を学習
後、打ち上げを体験します。

12 日（土）
午後 1 時

150 分 15

中川義通氏のギャラリートー
ク＆ペーパークラフト教室

ペーパークラフトの作り方を学びながら、最
新のロケットを製作します。

19 日（土）
午後 1 時

120 分 30

◎手作り発電機製作
エナメル線と磁石（ネオジム）で小型発電機
を作り、仕組みを学びます。

23 日（水・祝）
午後 2 時

120 分 30

「水」ロケット製作
ペットボトルでロケットを作り、打ち上げを
体験します。

27 日（日）
午後１時

150 分 30

★おもしろ宇宙教室★

９月１３日（日）は「毛利記念日」です
①マグヌスカップ製作　（午前 10 時～、11 時～：定員各 20 名）

②かさ袋ロケットを作って飛ばそう（午後 1 時～：定員なし）

③毛利さんが食べた宇宙もち試食会（午後 2 時～：定員 50 名）

④毛利衛さんクイズ　（午後 3 時～：定員なし）

⑤環境教室　（午後 4 時～：定員なし）

「世界のロケット、ペーパークラフト展」開催
◆期間　９月１９日（土）～１１月２９日（日）

　ロケット・ペーパークラフトの第一人者、中川義通氏が制作した世界

のロケット約７０点の展示や、日本のＨ－ⅡＡロケットの打上げ時の音

と振動からくる大迫力の臨場感も体験できます。

※特別展初日の１９日は、中川義通氏のギャラリートーク＆ペーパーク

　ラフト教室を開催、最新のロケットを制作します。

★大人のための宇宙講座を開設しました！★　（※対象：高校生以上）

　第１回目は、記念館専門員による館内ガイドツアーをはじめ、プラネタリウムを使い星座を学んだり、国内

初の３Ｄ映像「宇宙エレベーター」の視聴など、天文専門員と航空専門員が楽しくわかりやすく解説しますの

で、ぜひ、この機会に、たくさんの方々の参加お待ちしております。

◆日 時　平成２７年９月２５日（金）　午後６時３０分～８時（９０分）

◆定 員　天文学・航空学　各２０名　　※詳細についてのお問合せは、余市宇宙記念館まで

≪両教室とも申し込みは９月１日（火）より電話で受付します。上記教室の参加には入館料はかかりません≫

◆問合せ　余市宇宙記念館　☎２１－２２００

世界のロケットが大集合！

入館料無料でたくさん
のイベントを行ってい
ますので、この機会に
ぜひご来館ください



健康と暮らしの情報（９月号）
子育て情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

健康づくり情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

休日当番医『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

その他の生活情報　　

事　業　名 対　象　者 実　施　日 時　　　　　間 会　　　　場

１歳６か月児健診 H26 年２月生まれ ３日（木）

受付 12：00 ～ 12：20 福祉センター入舟分館１0 か月児健診 H26 年 11 月生まれ 10 日（木）

３歳児健診 H24 年４月生まれ 11 日（金）

ママさん交流会 おおむね 3 歳までの
お子さんとその保護者

15 日（火）　　10：00 ～ 12：00 福祉センター

ニコニコたまご教室
（赤ちゃんのお風呂）

妊婦とその家族
※申込みが必要です

18 日（金）

（昼の部）
13：30 ～ 15：30

（夜の部）
18：30 ～ 20：30

中央公民館
（申込先）保健指導グループ

４か月児健診 H27 年５月生まれ 29 日（火）受付 11：50 ～ 12：10 福祉センター入舟分館

事　業　名 実　施　日 時　　　　間 会　　　　場 備　　　　考

心の健康相談
     ９月　３日（木）

10 月　１日（木）
　13：30 ～ 15：30

倶知安保健所余市支所

☎２３－３１０４

3 日前までに予約が必要
です。
( 申込先）倶知安保健所
※相談日は都合により変
更する場合があります。
☎ 0136―23―1957

無料バスで行く！
札幌健診ツアー

１４日（月）

　　 ～

１７日（木）

出発時刻はバス停により

異なります。詳細はお問

合せください。

北海道対がん協会

札幌がん検診センター

☎ 011―748 － 5522

事前に申込みされた方に
個人通知いたします。
※申込みをお忘れの方は
保健指導グループに問合
せください。

認知症の介護相談 　　 ２８日（月）  　13：00 ～ 15：00 福祉センター入舟分館 ご自由に相談ください。

健康相談  　　３０日（水） 　   9：00 ～ 15：00 余市町役場
24 日（木）までに予約
が必要です。

事　業　名 実　施　日 時　　　間 会　　　場 備　　　考

心配ごと相談 ２日（水）、１６日（水） 13：00 ～ 16：00

福祉センター入舟分館

（問合せ）
余市町社会福祉協議会

☎２２―３１５６
※法律相談については
　事前申込み必要

育児・子育て相談 １８日（金） 13：00 ～ 16：00

無料法律相談
（予約制）

　９日（水） 13：30 ～ 14：30

１６日（水） 13：00 ～ 16：00 中央公民館
事前申込み必要
役場総務課

☎２１―２１１１

２４日（木） 15：00 ～ 17：00 余市商工会議所
☎２３―２１１６

事前申込み必要
申込同左
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注）福祉センター（富沢町５丁目）、福祉センター入舟分館（入舟町）、中央公民館（大川町４丁目）、
　　倶知安保健所余市支所（朝日町）、余市商工会議所（黒川町３丁目）

当　番　日 医　療　機　関　名 電 話 番 号

6日（日） 小嶋内科 22-2245

１３日（日） よいち北川眼科医院 22-1308

２０日（日） 林病院 22-5188

２１日（月） 田中内科医院 22-6125

２２日（火） 池田内科クリニック 23-8811

２３日（水） 黒川町整形外科クリニック 22-2447

２７日（日） 森内科胃腸科医院 32-3455

※休日当番医の診療時間は9時～1７時までです。

休日当番医は変更になることがありますので、

確認してから受診してください。



★
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
ご
注
意
！

　

消
防
署
が
直
接
住
宅
用
火
災
警
報

器
や
消
火
器
を
訪
問
販
売
し
た
り
、

特
定
の
業
者
に
商
品
を
斡
旋
し
、
販

売
を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
善
意
で
使
用
さ
れ
た
消
火
器
が

　
　
　
　
　
　
　

補
償
さ
れ
ま
す
！

　

町
内
で
発
生
し
た
火
災
を
消
す
た

め
、
消
火
活
動
の
協
力
者
が
使
用
し

た
消
火
器
に
対
し
、
使
用
済
み
の
消

火
器
へ
薬
剤
を
再
充
填
し
た
り
、
新

品
の
消
火
器
と
交
換
出
来
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ　

余
市
消
防
署

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
３
７
１
１
）

︿
余
市
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　

特
別
経
済
講
演
会

   「
政
治
・
経
済
か
ら
読
む

　
　
　
　
　
　

今
後
の
日
本
」﹀             

◆
講
師　

川
村
晃
司
先
生
（
ジ
ャ
ー

　

ナ
リ
ス
ト
）

◆
日
時　

10
月
９
日

（金） 

午
後
２
時
～

◆
場
所　

余
市
経
済
セ
ン
タ
ー

◆
入
場
料　

無
料
（
入
場
券
は
余
市

　

商
工
会
議
所
ま
で
）　

◆
問
合
せ　

余
市
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
２
１
１
６
）

︿
第
25
回
北
海
道
余
市
養
護

　

学
校
寄
宿
舎
「
シ
リ
パ
祭
」﹀

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

◆
日
時　

10
月
２
日

（金）

　
　
　
　

午
後
２
時
50
分
～
４
時

◆
場
所　

 

余
市
養
護
学
校 

体
育
館

◆
出
店         

食
品
３
店
舗
（
フ
ラ
ン
ク

　

フ
ル
ト
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ス
タ
バ
風
シ

　

リ
パ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
・
ク
ッ
キ
ー

　

付
き
）、
ゲ
ー
ム
３
店
舗
（
Ｕ
Ｆ
Ｏ

　

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
、
的
当
て
、
吸
引
ダ

　

ン
ク
）
の
出
店
を
行
い
ま
す
。

◆
催
し　

開
閉
会
式
、
豊
年
太
鼓
、

　

展
示
物
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
活
動
の

　

紹
介

◆
問
合
せ　

余
市
養
護
学
校
寄
宿
舎

　

（
担
当
：
源
氏
☎
23
―
７
８
３
１
）

︿
社
会
福
祉
法
人  

徳
風
会

　

  

第
22
回
法
人
祭
り
開
催
！
﹀

◆
日
時　

９
月
５
日

（土）　

午
前
11
時

　

～
午
後
２
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

◆
場
所　

宝
隆
寺  

境
内

◆
イ
ベ
ン
ト　

　

Ｎ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｋ
ｉ　

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

　
　
　
　
　
　
　

～
歌
の
贈
り
物
～

◆
コ
ー
ナ
ー　

豚
串
、
か
ら
あ
げ
、

焼
き
そ
ば
、
お
で
ん
、
お
む
す
び
、

フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
わ
た
あ
め
、
か

き
氷
、　

ジ
ュ
ー
ス
、
ビ
ー
ル
他

※
今
年
も
例
年
同
様
に
会
場
内
で
ぺ

　

ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
、

　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
議
会
へ
届

　

け
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
い
た
し

　

ま
す
。　

◆
問
合
せ 

社
会
福
祉
法
人 

徳
風
会

　

ほ
う
り
ゅ
う
じ
保
育
園

　
　
　
　
　
　

（
☎
22
―
２
４
０
１
）

︿
余
市
室
内
楽
協
会

　

  　
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
５
﹀             

◆
日
時　

９
月
12
日

（土）　

開
場
午
後

　

６
時
、
開
演
午
後
６
時
30
分

◆
会
場　

中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

◆
入
場
料　

無
料

◆
出
演　

余
市
室
内
楽
協
会

◆
曲
目　

シ
ュ
ー
マ
ン
／
ピ
ア
ノ
五

　

重
奏
曲
（
ピ
ア
ノ:

安
河
内
真
樹
）、

　

Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ
ハ
／
ブ
ラ
ン
デ
ン

　

ブ
ル
グ
協
奏
曲
第
４
番
（
ヴ
ァ
イ

　

オ
リ
ン
独
奏:

牧
野
時
夫
、
フ
ル
ー

　

ト
独
奏
：
瀧
谷
ま
ゆ
み
、
濱
川
ま

　

ど
か
）、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
／

　

弦
楽
セ
レ
ナ
ー
デ

◆
問
合
せ　

余
市
室
内
楽
協
会

　
　
　

牧
野　

（
☎
22
―
７
４
３
１
）

︿「
つ
ど
い
の
広
場
」
の
お
知
ら
せ
﹀   

　

町
で
は
、
子
育
て
中
の
親
子
が
気

軽
に
集
ま
り
交
流
す
る
場
と
し
て

「
つ
ど
い
の
広
場
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
９
月
は
、
う
た
・
手
遊
び
・

親
子
遊
び
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

９
月
17
日

（木）　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
問
合
せ   

町
民
福
祉
課 

児
童
福
祉

　

対
策
室
（
☎
21
―
２
１
２
０
）

黒
川
児
童
館
（
入
舟
町
☎
23
︱
４
３
３
８
）

▽
敬
老
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
の
会 

　

９
月
12
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
風
船
バ
レ
ー
の
会

　

９
月
27
日

（日）　

午
後
１
時
30
分
～

沢
町
児
童
館
（
富
沢
町
３
丁
目
☎
23
︱
５
６
７
３
）

▽
敬
老
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
の
会

　

９
月
12
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

　

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す

▽
卓
球
の
会

　

９
月
26
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～
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︿
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
﹀

　

申
込
み
と
開
催
場
所
は
︑
農
村

活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
メ
ッ
セ
・
ア
ッ

プ
ル
ド
リ
ー
ム
☎
23
︱
５
５
６
８
・

FAX 

23
︱
２
１
８
９
）
で
す
︒

り
ん
ご
の
花
押
し
花
サ
ー
ク
ル

◆
日
時　

９
月
16
日

（水）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◆
講
師　

村
山
洋
子
先
生

ア
ッ
プ
ル
う
ど
ん
作
り
講
習
会

◆
日
時　

９
月
25
日

（金）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
1
時
30
分

◆
講
師　

中
川
壽
恵
子
先
生

◆
内
容　
り
ん
ご
の
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ

　

て
う
ど
ん
を
作
り
ま
す
。

◆
材
料
費　

600
円

◆
各
自
持
参　

エ
プ
ロ
ン
、
フ
キ
ン
、

　

三
角
巾
、
ナ
イ
ロ
ン
袋
、
筆
記
用
具

◆
募
集
人
員　

20
人

◆
募
集
期
間

　
　
　
　
　

９
月
14
日

（月）
～
18
日

（金）

◆
申
込
み　

農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
５
５
６
８
）

︿
総
合
体
育
館

   「
健
康
教
室
等
」参
加
者
募
集
﹀

　

や
さ
し
く
簡
単
に
で
き
る
健
康
教

室
に
参
加
し
て
、
体
を
動
か
し
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

●
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

９
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日

　

（
木
曜
日
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時

●
肩
・
膝
・
腰
痛
防
止
体
操

　
（
主
に
中
高
年
齢
者
）

　

９
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

　

（
金
曜
日
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

◆
募
集
定
員　

各
教
室　

定
員
10
名

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

◆
参
加
料　

　

各
１
回
500
円
（
使
用
料
、
保
険
料
含
む
）

　

◎
４
回
セ
ッ
ト
１
，
８
０
０
円

※
動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、　

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意

　

願
い
ま
す
。　
　

◆
申
込
み　

総
合
体
育
館
窓
口
、
ま

　

た
は
電
話
連
絡
に
て
受
付
い
た
し

　

す
。
た
だ
し
、
健
康
状
態
（
高
血

　

圧
等
）
に
応
じ
て
、
お
断
り
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ　

総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
５
２
１
０
）

︿﹃
余
市
文
芸
﹄

                　

 

41
号
の
原
稿
募
集
﹀

◆
応
募
作
品　
　

・
創
作
、
評
論
、
体
験
記
…
400
字
詰

  

原
稿
用
紙
30
枚
以
内

・
随
筆
…
400
字
詰
原
稿
用
紙
３
～
６
枚

・
詩
…
一
人
１
編

・
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
…
一
人
６
首

　

（
句
）

◆
応
募
上
の
留
意
点

・
高
校
生
以
上
の
人

・
400
字
詰
原
稿
用
紙
、
ワ
ー
プ
ロ
も
可

・
原
稿
末
尾
に
住
所
、
氏
名
、
電
話  

  

番
号
を
記
載
す
る
こ
と

◆
応
募
先　

余
市
町
入
舟
町
413
番
地

　

余
市
町
図
書
館
内

　

 

「
余
市
文
芸
」
編
集
委
員
会　

宛

◆
原
稿
締
切　

11
月
30
日

（月）

◆
問
合
せ　

編
集
委
員
会
事
務
局

　
　
　

（
井
尾
）
☎
23
―
６
２
９
６

︿
各
種
自
衛
官
等
募
集
﹀

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
・
防
衛

大
学
校
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校
医

学
科
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校
看
護

学
科
学
生
（
自
衛
官
コ
ー
ス
）
等
を

募
集
し
ま
す
。

※
細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
、

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

　

本
部
小
樽
地
域
事
務
所
（
小
樽
市

　

稲
穂
２
―
22
―
４
樽
石
ビ
ル
2F
）

　

（
☎
０
１
３
４
―
22
―
５
５
２
１
）

︿
余
市
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
﹀

普
通
救
命
講
習
Ⅱ
の
開
催
に
つ
い
て

　

救
急
隊
の
現
場
到
着
前
に
地
域
住

民
の
適
切
な
応
急
手
当
が
行
わ
れ
る

こ
と
は
、
傷
病
者
救
命
率
の
一
層
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

余
市
消
防
署
で
は
、
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
の
「
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

９
月
26
日

（土）　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

◆
場
所　

余
市
消
防
署　

３
階
講
堂

◆
募
集
方
法　

余
市
消
防
署
に
来
署

　

し
受
講
申
請
願
い
ま
す
。

◆
募
集
人
員　

28
名

◆
受
付
期
間　
９
月
１
日

（火）
～
20
日

（日）

※
締
切
り
前
で
も
定
員
に
達
し
た
場

　

合
は
受
講
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

◆
講
習
内
容

　

心
肺
蘇
生
法
（
人
工
呼
吸
・
心
臓

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
）
・
止
血
法
・
異
物

　

除
去
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
電
気
シ
ョ
ッ

　

ク
）
の
取
扱
い
講
習
。

◆
問
合
せ　

余
市
消
防
署
救
急
係

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
３
７
１
１
）

★
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　

維
持
・
管
理
に
つ
い
て
！

　

定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

音
が
鳴
ら
な
い
場
合
は
電
池
切
れ

か
機
器
本
体
の
故
障
で
す
の
で
取
扱

説
明
書
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

機
器
に
よ
っ
て
は
電
池
が
切
れ
そ

う
に
な
っ
た
際
に
警
報
が
鳴
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

=　募集・お知らせ　=

　
お
知
ら
せ

　
募
　
集



 ◆問合せ　保健課保健指導グループ  
（☎２１－２１２2）
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●
高
血
糖
に
な
る
し
く
み

　

糖
尿
病
と
は
、
血
液
中
の
糖
を
う

ま
く
処
理
で
き
ず
、
慢
性
的
に
血

糖
値
の
高
い
状
態
が
続
く
病
気
で

す
。
こ
う
い
っ
た
状
態
に
な
る
の
は

何
故
な
の
か
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？
実
は
、
膵
臓
か
ら
出
る
イ
ン

ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ

れ
な
く
な
っ
た
り
、
効
き
に
く
く
な

る
こ
と
で
、
血
液
中
の
糖
を
体
の
細

胞
に
正
常
に
取
り
込
め
な
く
な
る
た

め
、
血
液
の
中
に
糖
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

糖
尿
病
に
は
２
つ
の
種
類
が
あ

り
、
膵
臓
の
細
胞
が
壊
れ
る
こ
と
で
、

イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
が
急
速
に
低
下

す
る
「
１
型
糖
尿
病
」
と
、
遺
伝
因

子
に
過
食
・
運
動
不
足
・
ス
ト
レ
ス
・

加
齢
な
ど
が
加
わ
り
発
症
す
る
「
２

型
糖
尿
病
」
に
分
け
ら
れ
、
わ
が
国

の
糖
尿
病
の
大
半
は
２
型
糖
尿
病
が

占
め
て
い
ま
す
。

　
●
無
症
状
の
ま
ま
進
行

　

２
型
糖
尿
病
は
、
１
型
糖
尿
病
と

異
な
り
ゆ
っ
く
り
と
進
行
し
ま
す
。

ま
た
、
発
症
し
て
も
長
期
間
自
覚
症

状
が
な
く
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
り
、

早
期
に
診
断
さ
れ
て
も
自
覚
症
状
が

な
い
た
め
受
診
・
治
療
を
中
断
し
て

し
ま
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
間
に
も
合
併
症
は
確

実
に
進
行
し
て
い
る
の
で
す
。

　

血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
く
と
、

血
管
は
傷
つ
き
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
細
い
血
管
ほ

ど
高
血
糖
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す

い
た
め
、
眼
・
腎
臓
・
神
経
に
合
併

症
が
出
現
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
の
方
は
、

そ
う
で
な
い
方
に
比
べ
動
脈
硬
化
を

お
こ
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、

肥
満
や
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
喫

煙
習
慣
な
ど
を
併
せ
持
っ
て
い
る

と
、
さ
ら
に
動
脈
硬
化
が
発
症
・
進

行
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

何
ら
か
の
自
覚
症
状
（
多
尿
・
口

渇
・
多
飲
・
体
重
減
少
な
ど
）
が
出

現
し
て
よ
う
や
く
受
診
し
た
時
に

は
、
す
で
に
合
併
症
が
進
行
し
て
い

た
り
、
重
症
化
し
て
い
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
最
も
重
要
で
す
。

●
自
分
は
大
丈
夫
？
ど
う
や
っ
て
確

　

認
す
る
？

　

糖
尿
病
を
甘
く
見
て
は
い
け
な
い

こ
と
は
理
解
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

「
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」

と
思
わ
れ
た
方
へ
、
朗
報
で
す
。
ご

自
身
に
糖
尿
病
の
疑
い
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
で
き
る
手
段
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
『
特
定
健
診
』
で
す
。

　

健
診
の
血
液
検
査
の
項
目
に
は
、

血
糖
値
の
他
に
、
「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

Ａ
１
ｃ
（
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
）
」
と
い
う

数
値
の
測
定
が
あ
り
ま
す
。
血
糖
値

は
、
採
血
当
日
の
血
液
中
に
含
ま
れ

る
糖
の
量
を
測
定
す
る
も
の
で
、
直

近
の
食
生
活
が
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

は
、
過
去
１
～
２
か
月
間
の
平
均
血

糖
値
を
反
映
す
る
た
め
、
慢
性
的
な

高
血
糖
の
状
態
を
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
数
値
か
ら
、
現
在
及
び
将

来
的
な
糖
尿
病
発
症
の
危
険
を
確
認

で
き
る
の
で
す
。

　

糖
尿
病
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
健
や
か
な
毎
日
の
た
め

に
、
ぜ
ひ
特
定
健
診
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

保
健
課
で
は
、
7
月
1
日
よ
り
、

特
定
健
診
に
関
す
る
川
柳
や
イ
ラ
ス

ト
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。
早
速
ご

応
募
頂
い
た
素
敵
な
作
品
を
ご
紹
介

し
ま
す
！

　

今
回
応
募
し
て
く
だ
さ
っ
た
笹
浪

様
は
、「
多
く
の
町
民
の
方
々
に
︑
健

康
管
理
に
関
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
を
お
伝
え
し
た
い
︒」
と
の
思
い
か

ら
、
実
名
で
の
作
品
掲
載
を
希
望
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
笹
浪
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

今
後
も
た
く
さ
ん
の
川
柳
・
イ
ラ

ス
ト
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

※
応
募
に
関
す
る
詳
し
い
要
領
は
8

　

月
号
広
報
の
け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば
、

　

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

糖
尿
病
に
つ
い
て

　

保
健
課
で
は
、

日
よ
り
、

特
定
健
診
に
関
す
る

　
　
　

川
柳
が
届
き
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
大
川
町
・
笹
浪 

修
一
郎 

様
︶

好
景
気 

　

株
価
と
血
圧　

上
昇
中

健
診
の 

　

結
果
届
き
て　

ケ
ー
キ
喰
い

血管性合併症 症状

最小血管障害
（３大合併症）

●網膜症

●長期間の糖尿病未
治療で発症。飛蚊症・
視力低下・網膜剥離
などをおこし、失明
する可能性もある。

▲腎症
▲初期に自覚症状は
ないが、進行すると
腎不全になり、人工
透析が必要となる。

■神経障害

■最も早期に出現し頻
度も高い。足のしびれ
→ 感 覚 低 下 → 足 病 変

（潰瘍・壊疽＝腐る）を
おこし下肢切断する可
能性がある。その他、
起立性低血圧などの自
律神経障害など

大血管障害
（動脈硬化）

・虚血性心疾患
・脳血管障害
・閉塞性動脈硬化症

糖尿病に特異的な
ものではない

その他の合併症
・悪性腫瘍・認知症・骨粗しょう症
・白内障　・歯周病・手根管症候群　など



 　

り
ん
ご
問
屋

　

余
市
り
ん
ご
の
販
路
が
広
が
っ
た
の
は
明
治
30
年

代
で
、
こ
れ
は
り
ん
ご
の
栽
培
面
積
が
急
拡
大
し
た

時
期
と
、
余
市
駅
の
開
業
（
明
治
35
年
）
が
重
な
っ

た
時
期
で
し
た
。
駅
が
開
業
す
る
前
か
ら
主
な
消
費

地
だ
っ
た
小
樽
ま
で
は
船
で
運
ば
れ
、
そ
の
後
札
幌

ま
で
届
け
て
い
ま
し
た
が
、
余
市
駅
開
業
後
は
鉄
道

を
利
用
し
て
、
岩
見
沢
や
旭
川
の
商
人
が
買
い
付
け

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
買
い
付
け
に
や
っ
て
く
る
業

者
の
注
文
に
応
じ
る
か
た
ち
で
、
地
元
で
買
付
け
を

代
行
す
る
商
人
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
（
『
り
ん
ご
さ

む
ら
い
』
）
。
同
書
に
よ
る
と
町
内
の
最
古
参
は
黒

川
町
の
安
井
さ
ん
、
そ
の
他
に
も
平
田
さ
ん
、
石
岡

さ
ん
、
笹
間
さ
ん
が
雑
貨
商
と
り
ん
ご
小
売
店
の
兼

業
と
し
て
、
り
ん
ご
の
買
い
子
（
買
付
け
を
代
行
す

る
人
）
を
し
て
い
ま
し
た
。
他
に
は
り
ん
ご
の
ロ
シ

ア
輸
出
に
先
駆
的
な
活
躍
を
し
た
服
部
さ
ん
も
い
ま

し
た
（
余
市
町
で
お
こ
っ
た
こ
ん
な
話
そ
の
123
）
。

　

小
樽
へ
の
貨
車
輸
送
は
大
正
10
年
頃
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
地
元
の
り
ん
ご
生
産
者
達
が
中
心
と
な
っ
て
、

10
ト
ン
の
鉄
道
貨
車
２
両
を
借
り
て
、
野
菜
（
７
～
９

月
）
と
り
ん
ご
（
10
～
翌
年
の
５
月
）
を
運
び
ま
し

た
。
運
び
こ
ま
れ
た
小
樽
の
市
場
前
は
毎
朝
１
千
人
も

の
人
々
で
賑
わ
っ
た
そ
う
で
す
（
前
掲
書
）
。

　

余
市
駅
か
ら
余
市
橋
ま
で
の
道
路
は
現
在
「
埋
立

新
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
は
蛇
行

す
る
余
市
川
に
ア
シ
が
生
い
茂
る
沼
沢
地
で
し
た
。

　

こ
こ
を
埋
め
立
て
た
の
は
猪
股
安
造
さ
ん
、
但
馬

八
十
次
さ
ん
ら
が
立
ち
上
げ
た
余
市
興
業
社
で
、
大

正
14
年
に
埋
立
工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
り
ん
ご
問
屋
を
構
え
た
一
人
に
山
本
繁
太

郎
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
山
本
繁
太
郎
さ
ん
は
岩
内
、

美
唄
、
帯
広
方
面
ま
で
野
菜
や
り
ん
ご
の
行
商
を
行

い
、
後
に
現
在
の
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
正
門
の
向
か

い
側
に
店
を
構
え
ま
し
た
。

　

「
埋
立
地
が
で
き
て
ま
も
な
く
大
正
13
年
こ
ろ
、

こ
こ
に
居
を
構
え
ま
し
た
。
～
中
略
～
秋
に
は
リ
ン

ゴ
買
い
を
や
り
ま
し
た
。
仁
木
村
、
山
道
村
か
ら
リ

ン
ゴ
の
輸
送
は
天
秤
（
棒
）
で
担
い
だ
も
の
で
す
。

馬
を
使
え
ば
リ
ン
ゴ
が
痛
む
か
ら
で
す
が
、
重
さ
40

㎏
～
60
㎏
の
か
ご
を
か
つ
い
で
四
往
復
す
る
の
で

す
。
若
い
頃
で
す
か
ら
早
朝
か
ら
日
暮
ま
で
働
い
た

も
の
で
、
天
秤
を
担
い
で
歩
く
と
普
通
歩
く
よ
り
早

く
歩
け
る
の
で
す
。
駅
か
ら
樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）
に

送
っ
た
。
昭
和
二
年
頃
か
ら
、
小
さ
な
バ
ラ
ス
（
砂

利
）
を
ひ
い
た
の
で
馬
で
運
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
大
正
13
、
14
年
頃
手
広
く
（
リ
ン
ゴ
な
ど
の
）

小
売
り
を
や
っ
て
い
た
の
は
、
カ
ネ
マ
タ
服
部
、

カ
ネ
ヒ
ラ
平
田
、
ヤ
マ
ジ
ン
安
井
な
ど
」
で
し
た

（
『
余
市
農
業
発
達
史
』
）
。

　

昭
和
６
年
頃
、
山
本
繁
太
郎
商
店
の
他
に
も
余
市

駅
周
辺
に
は
問
屋
さ
ん
が
集
ま
っ
て
い
て
、
水
野
さ

ん
、
加
藤
さ
ん
、
林
さ
ん
、
品
田
さ
ん
、
野
呂
さ

ん
、
神
崎
さ
ん
、
高
崎
さ
ん
、
大
田
さ
ん
な
ど
が
い

ま
し
た
（
余
市
町
史
編
纂
室
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ

る
）
。

　

問

屋

さ

ん

の

中

に

は
、
越
冬
保
存
用
の
り

ん
ご
を
貯
蔵
庫
へ
搬
入

す
る
仕
事
が
終
わ
っ
た

冬
期
間
、
３
月
末
か
ら

４
月
ま
で
、
ニ
シ
ン
加

工
の
兼
業
を
す
る
人
も

い
ま
し
た
。

　

写

真

の

ラ

ベ

ル

を

見

る

と

、

山

本

繁

太

郎
商
店
の
所
在
地
が
北
海
道
余
市
駅
前
で
あ
る
こ

と
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　

Ｏ
Ｆ　

Ｔ

Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｓ　

Ｃ
Ａ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｙ
」
の
文
字
が
見

え
ま
す
。
こ
れ
は
緋
之
衣
が
命
名
さ
れ
る
前
の
ア
メ

リ
カ
国
内
で
の
品
種
名
で
す
。

☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁
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写真：山本繁太郎商店のラベル

　空き家バンク　～空き家を有効利用してみませんか～

◆問合せ　後志総合振興局 建設指導課主査（開発調整）　☎ 0136―23―1373
　　　　　まちづくり計画課　☎２１―２１２４
　　　　　しりべし空き家バンクホームページ  http://park21.wakwak.com/~hkss/akiyabank.html

　近年、町内でも空き家が目立ってきていますが、空き家のままにしておくと、防犯・防災・
景観上も好ましくありません。空き家の有効利用を図るためにも、お持ちの空き家をぜひ、
しりべし空き家バンクに登録してみませんか。

●しりべし空き家バンクとは？
　北海道後志総合振興局、管内市町村と建築、不動産の専門家団体が連携してつくったしく
みで、売却・賃貸を希望される空き家の所有者から申込みを受けた物件情報を「しりべし空
き家ＢＡＮＫ」のホームページで公開し、利用を希望される方に売却・賃貸の取り次ぎをす
る制度です。

●契約方法
　しりべし空き家バンクでは、契約・交渉のトラブルを防止するため、取引の専門家である
宅建業者が必ず仲介する仕組みとなっており、宅地建物取引業法の規定による仲介手数料を、
お支払いいただきます。

●バンクに物件を登録できる方（売りたい方・貸したい方）
　現に利用していない（近く利用しなくなるものを含む）空き家を所有する方

●バンクに利用登録できる方（買いたい方・借りたい方）
　町内で定住・起業しようとしている方



第
33
回
余
市
味
覚
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
お
知
ら
せ

　

全
国
各
地
か
ら
１
，
４
０
０
名
を
超
え
る
人
が
参
加
す
る

余
市
味
覚
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
今
年
で
33
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
と
10
㎞
は
陸
上
競
技
場
か
ら
美
園
町
、

山
田
町
を
経
て
豊
丘
町
折
り
返
し
、
５
㎞
は
山
田
町
折
り
返

し
で
、
再
び
陸
上
競
技
場
に
戻
る
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

遠
来
の
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
へ
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
期
日　

９
月
27
日

（日）　

雨
天
決
行

◆
日
程　

開
会
式　
　

総
合
体
育
館　

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　

ス
タ
ー
ト　

陸
上
競
技
場　

午
前
10
時
30
分

　
　
　
　

競
技
終
了　

午
後
１
時

秋
の
森
林
浴
ハ
イ
キ
ン
グ
の
お
知
ら
せ

◆
日　

時　

10
月
８
日

（木） 

午
前
８
時
30
分 

中
央
公
民
館
出
発

◆
場　

所　

穴
滝
（
小
樽
市
）
ま
た
は
当
丸
沼
（
神
恵
内
村
）

◆
参
加
費　

一
人
１
，
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

◆
申
込
み　
９
月
14
日

（月）
か
ら
中
央
公
民
館
（
☎
23
―
５
０
０
１
）

　
　
　
　
　

※
先
着
20
名

☆
第
25
回
余
市
町
読
書
体
験
・
読
書
感
想
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル　

作
品
募
集

　

読
書
に
関
る
体
験
や
感
想
を
書
い
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

400
字
詰
原
稿
用
紙
に
一
般
は
５
枚
。
提
出
は
９
月
９
日

（水）

ま
で
に
図
書
館
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

生 涯 学 習 だ よ り

図
書
館
の
す
て
き
な
窓
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☆
【
語
り
継
ぐ
政
孝
と
リ
タ
の
記
憶
】

　
　

マ
ッ
サ
ン
放
映
開
始
か
ら
１
年
を
記
念
し
て
、
思
い
出

　

の
シ
ー
ン
や
歌
と
と
も
に
竹
鶴
夫
妻
の
歴
史
を
振
り
返
り

　

ま
し
ょ
う
。

　
　

余
市
町
民
の
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
の
朗
読
な
ど
、
ま
だ
知

　

ら
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
み
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
日
時　

９
月
13
日

（日）　

午
後
２
時
～　

（
入
場
無
料
）

◆
場
所　

図
書
館
２
階 

視
聴
覚
室　

☆
【
青
空
と
し
ょ
か
ん
】

　
　

大
型
絵
本
、
ゲ
ー
ム
な
ど
外
で
楽
し
む
お
は
な
し
会
で
す
。

◆
日
時　

９
月
19
日

（土）　

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
２
時
～

◆
場
所　

図
書
館
裏
（
※
雨
天
の
場
合
は
２
階
視
聴
覚
室
）

☆
【
お
は
な
し
会
】　

９
月
12
日

（土）
・
26
日

（土）

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
2
時
～

☆
【
本
の
ひ
ろ
ば
読
み
聞
か
せ
の
会
】 

９
月
２
日
、
９
日
、
16
日
の
各
水
曜
日

午
前
10
時
30
分
～

☆
【
特
別
図
書
整
理
日　

休
館
の
お
知
ら
せ
】

　
　

す
べ
て
の
蔵
書
を
一
斉
に
点
検
す
る
特
別
図
書
整
理
を

　

行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
９
月
29
日

（火）
～
10
月
３
日

（土）
は

　

休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し

　

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
理
解
願
い
ま
す
。 

☆
【
今
月
の
休
館
日
】 

毎
週
月
曜
日
、
１
日

（火）
は
図
書
整

　

理
日
、
９
月
29
日

（火）
～
10
月
３
日

（土）

寿大学研修旅行実施！～酒造りの歴史と文化を学ぶ旅～

生 涯 学 習 だ よ り 　

寿
大
学　

今
月
・
来
月
の
学
習

☆
９
月
17
日

（木）　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

●
「
サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
会
」

◆
場
所　

中
央
公
民
館
101
・
102
号
室

　

４
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
、
一
堂
に
会
し
て
成
果
を
発
表
し
ま

す
。
サ
ー
ク
ル
に
加
入
し
て
い
な
い
方
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。
み
ん
な
で
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。　

☆
10
月
１
日

（木）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
実
習
「
収
穫
体
験
」

◆
場
所　

農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
メ
ッ
セ
ア
ッ
プ
ル
ド
リ
ー
ム
）

※
現
地
集
合
・
現
地
解
散　

※
送
迎
希
望
の
方
は
、
午
後
０
時
45
分
ま
で
に
公
民
館
に
集
合

◎
受
講
希
望
者
は
、
９
月
24
日

（木）
ま
で
に
公
民
館
へ
お
申
込
み

　

く
だ
さ
い
。

女
性
学
級　

今
月
の
学
習

☆
９
月
28
日

（月）　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
実
習
「
ジ
ュ
ー
ス
作
り
体
験
」

◆
場
所　

農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
メ
ッ
セ
ア
ッ
プ
ル
ド
リ
ー
ム
）

※
現
地
集
合
・
現
地
解
散　

※
送
迎
希
望
の
方
は
、
午
後
０
時
45
分
ま
で
に
公
民
館
に
集
合

◎
受
講
希
望
者
は
、
９
月
18
日

（金）
ま
で
に
公
民
館
へ
お
申
込
み

　

く
だ
さ
い
。
（
500 

ml
の
空
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本
持
参
）
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　今年度の余市町寿大学研修旅行“酒造りの歴史と文化を学ぶ旅”は、４６名の大

学生が参加して７月１６日（木）に行われました。

　最初に訪れた北の誉酒造りミュージアム「酒泉館」（小樽市）では、酒造りの歴

史や工程などについて説明を受けた後、実際

に酒蔵内部を見て回り、日本の伝統文化であ

る「日本酒造り」を学ぶことができました。

　午後は、アサヒビール北海道工場（札幌市）

を見学し、ビールの製造工程についてガイド

さんに教えていただきました。

　今回の旅行は、酒造りについての理解を深

めただけでなく、参加者同士で交流を深め合

うことができたすばらしい旅となりました。

全日本ジュニアサマージャンプ大会開催
　第 16 回余市町全日本ジュニアサマージャンプ大会兼

第 10 回余市サマーコンバインド大会が、７月 27 日（月）

に竹鶴シャンツェで開催されました。大会には、小学生

の部・女子の部・中学生の部に合わせて 64 名がエント

リーし、真夏の太陽のもとで日頃の練習の成果を競い合

いました。  

　地元余市ジャンプ少年団からは、小学生の部に２名・

女子の部に２名・中学生の部に２名出場し、中学生の部

で藤田慎之介さんが優勝、女子の部で櫻井梨子さんが３

位に輝きました。力強い踏切で大空に舞う選手に、たく

さんの声援が送られていました。また、ミニヒルの台で

は小学校低学年による試技会も行われ、大きな拍手が送

られました。

～いつまでも元気に暮らしたい～

 《日本酒とビールの製造
　工程を学ぶ大学生》

 《豪快な中学生のジャンプ》

　７月１３日（月）、余市町地域包括支援セン

ター管理者の小畑勝裕氏を講師に迎えて、女性

学級第５回学習講座「介護予防教室」を開催し、

３２名の学級生が受講しました。

　講座では、介護保険制度改正の主な内容、介

護予防の大切さ、地域包括ケアシステムの概要

等についての話や、骨や関節など運動器の健康

が損なわれないようにするための簡単な体操を

教えていただき

ました。運動機

能のアップ、栄

養状態の改善、

認 知 症 予 防 な

ど、介護予防の

ヒントをたくさ

ん学んだ講座と

なりました。  《グーチョキパー体操》

問合せ　教育委員会社会教育課
　　　　☎２３―５００１

【大人映画会】（午後２時～）
3 日（木）「ハル」（邦画）

6 日（日）「マイ・レフトフット」（洋画）

10 日（木）「ナビィの恋」（邦画）

17 日（木）「愛と青春の旅だち」（洋画）

20 日（日）「僕の彼女はサイボーグ」（邦画）

24 日（木）「あの子を探して」（洋画）

【祝日映画会】（午後２時～）
22 日（火）「嵐を呼ぶ男」（邦画）

23 日（水）「ザ・ドラえもんズ　ドキドキ       
機関車大爆走　ほか」

【子ども映画会】

5 日（土）
①「スイミー　ほか」
②「ワンピース
　　デッドエンドの冒険」

①午前 11 時～　②午後２時～

◆問合せ　図書館（☎22―6141）
http://www.yoichi-lib-unet.ocn.ne.jp/

開館時間  午前10時～午後６時30分

　

余
市
水
産
博
物
館
で
は
８
月
25
日

（火）
か
ら
特
別
展
「
余
市

り
ん
ご
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
り
ん
ご
栽
培
の
礎
を
築
い

た
先
人
が
記
し
た
文
書
、
農
具
、
り
ん
ご
の
木
箱
に
貼
ら
れ

た
ラ
ベ
ル
や
天
皇
陛
下
行
幸
時
の
資
料
な
ど
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
資
料
を
快
く
お
貸
し
い
た
だ
い
た
方
々
に
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

見
た
こ
と
が
な
い
も
の
を
お
借
り
す
る
と
き
に
、
ど
う

使
っ
た
の
か
、
な
ぜ
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
か
、
素
朴
な
疑

問
が
わ
き
ま
す
。
例
え
ば
「
ス
リ
バ
ン
」
。

　

写
真
を
見
て
も
ら
う
と
、
わ
か
る
方
な
ら
一
目
瞭
然
で
、

り
ん
ご
の
木
箱
に
品
種
や
規
格
を
示
す
文
字
を
摺
っ
て
印
字

し
ま
す
。
何
を
使
っ
て
摺
っ
た
の
か
お
聞
き
す
る
と
、
「
タ

ワ
シ
さ
」
と
一
言
。
「
タ
ワ
シ
に
墨
つ
け

て
こ
す
る
の
さ
」
と
お
母
さ
ん
。
「
墨
は

ど
ん
な
も
の
で
す
か
？
」
と
う
か
が
う

と
、
「
大
工
さ
ん
の
墨
つ
ぼ
の
中
に
あ
る

よ
う
な
や
つ
さ
。
で
も
も
う
投
げ
た
も

ね
ぇ
」
と
お
母
さ
ん
。

　

翌
日
、
別
の
方
か
ら
電
話
で
「
ス
リ

バ
ン
」
が
あ
る
と
連
絡
を
い
た
だ
き
、

お
宅
へ
御
邪
魔
す
る
と
小
さ
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
に
は
い
っ
た
濃
く
青
い
布

の
か
た
ま
り
が
乾
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
ス
タ
ン
プ
代
わ
り

だ
と
聞
き
、
黒
く
な
い
ん
で
す
か
と
尋
ね
る
と
、
そ
れ
は
青

だ
っ
た
と
の
答
え
で
す
。

　

昭
和
30
～
40
年
代
に
使
わ
れ
た
道
具
の
こ
と
が
わ
か
ら

ず
、
疑
問
が
あ
っ
て
も
、
す
ぐ
に
わ
か
る
こ
と
の
ほ
う
が
少

な
く
、
運
が
よ
か
っ
た
一
件
で
し
た
。

　

「
ス
リ
バ
ン
」
の
こ
と
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、
他
に
も

昔
の
り
ん
ご
に
ま
つ
わ
る
お
話
が
色
々
と
聞
け
ま
す
。
り
ん

ご
を
保
存
す
る
た
め
に
雪
を
使
っ
て
冷
蔵
し
た
こ
と
、
籾
殻

の
使
い
方
、
早
生
（
わ
せ
）
や
晩
生
（
お
く
て
）
の
品
種
の

こ
と
、
り
ん
ご
の
利
用
方
法
な
ど
で
す
。

　

お
仕
事
の
合
間
に
お
邪
魔
し
て
申
し
訳
な
く
思
う
の
で
す

が
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
余
市
リ
ン
ゴ
の
歴
史
を
紹

介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
「
ス 
リ 
バ 
ン
」

　
　
　
特
別
展
「
余
市
り
ん
ご
」
で
展
示
中
！

女性学級「介護予防教室」

 《旅行参加者全員で》

　簡単な英語のあいさつにチャレンジ
しようと、中央公民館サークル「英会
話サークル」代表の加藤正昭先生を講
師に迎え、７月２７日（月）に第６回
学習講座「英語であいさつ」を開催し
ました。
　最初は英語をしゃべることに緊張気
味だった１７名の受講生も、自己紹介
や別れ際の簡単なあいさつができるよ
うになるにつれ、緊張も徐々に和らぎ、
笑顔がたくさん見られるようになりま
した。普段は
触れる機会が
少ない英会話
を学び、英語
に親しむこと
ができた学習
講座となりま
した。

女性学級「英語であいさつ」
～かんたんな英会話にふれて～

 《受講風景》

 《ミニヒルのジャンプ台》

　前期の健康・生涯スポーツ教室「フロア
カーリング」が中央公民館で開かれ、４回
合わせてのべ７０名が参加しました。
　フロアカーリングとは、木製のターゲッ
トを的にキャスター付の木製のフロッカー
を投じ、ターゲットとの距離で得点を競う
ニュースポーツで、誰でも手軽に楽しむこ
とができるので各地で行われています。
　参加者はルールや送球の仕方など基本を
教わった後、チームに分かれてゲームを行
いました。得点を取ったときにはチームみ
んなで喜び合い、ナ
イスショットには全
員で拍手をするなど
和気あいあいと楽し
み、参加者同士の交
流を深めることがで
きたスポーツ教室と
なりました。

健康・生涯スポーツ教室開催
～親しみやすいフロアカーリング～

 《ターゲットをめがけて》

 《スリバン》
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（順不同・敬称略、金額や氏名など寄附者の希望

により掲載をしない場合があります。）

ご寄附に感謝 町税は納期限内に納付をお願いします

    今月の税
  町道民税   ３ 期
   国 保 税    ３ 期
    　納期限
　　9 月 25 日

○消費者金融会社・信販会社等から借金の借入・返済

を繰り返し、毎月の返済により日常生活が苦しく、税

金を滞納している方や既に借金を完済している方で

も、過去に利息制限法で定められた利息を超えて借金

の返済をしている場合があります。「過払い金請求」（不

当利息返還請求）により経済的な負担や精神的な不安

を軽減することができます。「税金の滞納解消」と「生

活再建」のお手伝いができればと考えています。

◆問合せ　税務課 納税グループ　☎２１－２１１６

　８月２５日は町道民税第２期、国保税第２期の納期

限でしたが納税はお済みでしょうか。町民一人ひとり

の納税により町全体の行政サービスが成り立っている

ことはほとんどの方が理解されていることと思います。

　しかしながら、なかには『自分一人くらい税金を納

めなくても誰も困らないだろう。自分が稼いだお金で

趣味やギャンブルに使って何が悪い。住宅や自動車の

ローンの返済で税金まで払えない。等々』を理由とし

て税金を滞納している方がいます。

　これらの方に対しては、法律に基づき財産（給与、

預金、債権、動産、不動産等）の差押を行う場合があ

ります。

　事業不振、失業、転職、病気などの理由により納期

限内納付が困難な方は、そのまま放置せずに必ず納税

相談してください。

臨時徴収所をご利用ください

　９月２５日（金）

　　　　17：30～19：00

・役場１階　税務課窓口　

・福祉センター本館（富沢町）

納税相談も実施しています。

■広報よいち９月号（№７７３）
平成 27 年 9 月 1 日発行
■発　行　余市町
〒 046-8546　余市郡余市町朝日町 26 番地
☎（0135)21-2111 ㈹　FAX(0135)21-2144
E メール　kouhou ＠ town.yoichi.hokkaido.jp
ホームページアドレス http://www.town.yoichi.hokkaido.jp/

■編　集　総務部 地域協働推進課 広報広聴グループ 

よ い ち の 人 口
 〈平成 27 年７月 31 日現在〉※ (　) 内の数字は前月比

　　
人　口　19,976 人　  （－ 44）　

　　男　性 　   9,244 人　  （－ 29）

　　女　性　10,732 人　  （－ 15）

　　世帯数　10,173 世帯  （－ 17）

　平成２２年国勢調査人口・世帯数（確定値）

　　人　口　21,258 人　世帯数　9,051 世帯
　

　税金滞納の有無に関わりません。下記の事項でお悩
みの方はひとりで悩まずに、ご連絡・ご相談ください。

　余市プレミアム商品券の使用期限につきまして、

「１０月３１日」と商品券に印刷されておりますが、

「１１月３０日」まで延長となっておりますので、

ご利用頂きますよう、お願いします。

　また、取扱事業者の皆様方におかれましては、資

金繰り緩和のため、換金は８月３日より１２月１０

日まで随時、北海信金本店窓口において受付してお

りますので、所定の申込書に必要事項を記入し、関

係書類をご持参のうえ、お手続きをお願いします。

　なお、余市プレミアム商品券は、再販売において

残券約８，０００セットが全て完売しました。誠に

有難うございました。

◆問合せ　余市商工会議所　☎２３―２１１６

余市プレミアム商品券の
　　　　　使用期限のお知らせ

★図書館図書購入費の一部として
・浅黄　義嗣（富沢町５丁目84番地２）

（故浅黄つる子殿追善供養として）

一金1００，０００円

・澤辺　英子（黒川町16丁目2番地7）

（故澤辺學殿追善供養として）

一金1００，０００円

★中央公民館用備品代の一部として
・国際ソロプチミスト余市　一金１００，０００円

★中央公民館用備品として
（アップライトピアノ１台：８０万円相当）
・土屋　まゆ子（栄町398番地）

★社会福祉事業費の一部として
・西本　裕一（大川町7丁目57番地6）

（故西本勝明殿追善供養として）

一金１００，00０円

・谷川　淑郎（大川町15丁目19番地3）

（故谷川孝子殿追善供養として）

一金３００，０００円

★社会福祉事業費（障がい者福祉）の一部として
・渡辺　由郎（富沢町12丁目19番地2）

（故渡辺己一殿追善供養として）

一金１００，０００円

★町内小中学校清掃用品として（雑巾１００枚）
・北後志地区郵便局長夫人会 余市部会雅友会

★第１０回余市サマーコンバインド大会・余市町小中学
　生美術書道展等賞品として（学用品：１５万円相当）
・余市ライオンズクラブ

★余市町の未来を担う人づくり寄附金として
・沼倉　歩（神奈川県藤沢市）一金1０，０００円


